
なつかしの国
～ iwami ～

http://www.kawamoto-town.jp/
ホームページでは、カラー写真で記事をご覧いただくことができます。

平成22年 川本町消防出初式
　１月５日、雪の舞い踊る中、山根団長以下川本町消防団４分団19班、
総勢136名の消防団員が、悠邑ふるさと会館に揃い、新年の恒例行事であ
る、消防出初め式が行われました。
　通常点検や機械器具点検を行った後、団旗を先頭に町内を行進し、中
央大通りでは、昨年本町代表として操法大会に出場した第４分団演技と、
これも恒例となりました、鯉の的を放水してゴールまで押し上げる早さ
を競う「鯉の滝登り」が行われました。
　当日は、寒い中見学される方も多く、消防団の姿に声援を送りました。
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川本町長
樋　口　忠　三

川本町議会議長
瀬　上　康　浩



み
ん
な
で
餅
つ
き
！

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３
年
で
す
。

第
23
回　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
川
本
町
音
楽
芸
能
祭
開
催
！

　

12
月
６
日
、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
第
23

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
川
本
町
音
楽
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
保
育
園
児
の
微
笑
ま
し
い
歌
や
、
大
正
琴
や
江
川
太

鼓
の
演
奏
な
ど
、
文
化
・
伝
統
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
方
々

の
鍛
練
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
発
表
が
あ
り
、
会
場
に
駆
け

つ
け
た
多
く
の
人
々
と
、
出
演
者
が
一
体
と
な
っ
た
音
楽

芸
能
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
芸
能
祭
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
ま
た
団
体
で
の
出
演
か
ら
、
個
人

の
出
演
と
多
種
多
様
な
演
出
が
あ
り
、
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

叙
勲
受
章
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12
月
19
日
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
と
悠
々
大
学
の
世
代
間

交
流
事
業
と
し
て
餅
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
人
の
人
に
教
わ
り
な
が
ら
、
高
学
年
は
杵
で
つ
い
た

り
、
低
学
年
は
餅
を
丸
く
丸
め
た
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な

積
極
的
に
作
業
に
参
加
し
、
家
庭
で
は
な
か
な
か
す
る
事

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

つ
い
た
お
餅
は
、
き
な
こ
や
大
根
お
ろ
し
を
付
け
た
り
、

海
苔
巻
き
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
杵
つ
き
餅
の
美
味
し
さ

と
日
本
の
食
文
化
を
、
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
伝
え
る
事
が

出
来
た
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
電
子
証
明
書
は
失
効
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
申
請
手
続
き
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間
で
す
。

　

有
効
期
間
が
満
了
し
ま
す
と
直
ち
に
失
効
し
ま
す
の
で
、
更
新
を
希
望
す
る

方
は
、
左
記
の
要
領
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
の
電
子
証
明
書
が
失
効
し
た
後
で
も
、
新
し
い
電
子
証
明
書
の

発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

更
新
手
続
き
に
つ
い
て 

１
．
受
付
窓
口

 

川
本
町
役
場　

住
民
課　

住
民
係
（
役
場
１
階
）

２
．
受
付
時
間

 

月
曜
日
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
〜
17
時
00
分

　
　
　
　

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
は
除
く
。

３
．
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
　
・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド

　
　
・ 

本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料
（
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
：

【
例
】
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
等
）

　
　
・
発
行
手
数
料　

５
０
０
円

４
．
申
請
方
法

　
　
・
受
付
窓
口
で
更
新
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

５
．
お
問
い
合
わ
せ
先

 
川
本
町
役
場　

住
民
課　

住
民
係　
（
☎
７
２

－

０
６
３
２
）

　

故　

三
宅
正
史
さ
ん
が
、
39
年
間
も

の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
、
副
団
長
と
し
て
消
防
団
員
の

育
成
強
化
や
教
育
指
導
、
火
災
予
防
活

動
に
積
極
的
な
職
責
観
念
を
も
っ
て
団

員
を
統
率
さ
れ
、
ま
た
、
非
常
時
に
は

常
に
先
頭
に
立
ち
、
果
敢
な
行
動
と
卓

越
し
た
手
腕
に
よ
り
団
員
を
指
揮
す
る

な
ど
、
日
夜
消
防
の
発
展
の
た
め
に
努

力
さ
れ
た
活
躍
や
功
績
が
認
め
ら
れ
、

８
月
９
日
に
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
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お知らせ
きびしい財政事情の中、経費節減のため、限られたスペースではございますが、
「広報 かわもと」の紙面に併せて掲載することといたしましたのでご理解を賜
りますようお願いします。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
21
年
第
４
回
川
本
町
定
例
会
が

12
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
の
６
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
樋
口
町
長
の
行
政
報
告
が

あ
り
、条
例
案
件
３
件
、予
算
案
件
４
件
、

そ
の
他
案
件
３
件
の
10
議
案
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
名
か
ら
当
面
す
る
町

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
委
員
長
報
告
の
後
、
採
決
が

行
な
わ
れ
賛
成
多
数
で
す
べ
て
の
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
議
案
を

 

審
議
し
ま
し
た

植　

田　

昌　

平

片　

岡　

通　

泰

瀬　

尻　
　
　

亨

飯　

田　

武　

則

大　

畑　

茂　

久

青　

木　

和　

昭

圓　

山　

達　

雄

小　

宮　

七　

郎

瀬　

上　

康　

浩

（
議
席
順
）

川
本
町
議
会

事
務
局
長　
安　

田　

英　

文

書　
　

記　
甚　

田　

さ
つ
き
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

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




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



校
舎
の
利
活
用
と

 

地
域
振
興
は
？

樋
口
町
長
＝
答
申
が
出
次
第
、

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
行
政

の
責
務
と
し
て
遂
行
す
る
。

飯
田
議
員

　

統
合
校
以
外
の
校
舎
の
利
活
用
と
地

域
振
興
を
望
む
地
域
住
民
に
と
っ
て
町

長
部
局
の
審
議
会
が
い
つ
立
ち
上
が

り
、
構
成
・
事
業
決
定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
未
定
の
た
め
、
学
校
統
合

審
議
会
の
進
行
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
。
樋
口
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

樋
口
町
長

　

検
討
組
織
は
、
学
校
統
合
審
議
会
の

答
申
後
す
み
や
か
に
立
ち
上
げ
、
構
成

員
は
有
識
者
、
町
当
局
等
10
人
未
満
、

部
会
等
も
考
え
る
。
審
議
は
、
概
ね
１

年
を
目
途
と
し
、
遅
く
て
も
平
成
23
年

夏
頃
ま
で
に
は
事
業
決
定
を
す
る
。
事

業
内
容
は
地
域
の
人
の
た
め
の
校
舎
、

利
活
用
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
地

域
の
定
住
を
考
え
れ
ば
社
会
教
育
、
医

療
の
面
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

社
会
文
化
の
拠
点
等
複
合
的
に
協
議
す

る
。
こ
の
振
興
策
は
町
長
の
責
務
で
あ

る
と
認
識
し
遂
行
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

● 「
耐
用
年
数
の
過
ぎ
た
消
火
器
」
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
。

瀬
尻
議
員

　

交
通
弱
者
の「
生
活
交
通
」に
つ
い
て

平
成
16
年
９
月
よ
り
数
回
質
問
を
行

い
、
そ
の
都
度
町
長
よ
り
必
要
な
こ
と

な
の
で
取
り
組
ん
で
い
く
旨
の
回
答
で

あ
っ
た
が
、
い
っ
こ
う
に
前
進
が
な
い
。

立
ち
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
生
活
交
通

シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
研
究
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

樋
口
町
長

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
て
申
し
訳
な
い
が
、
国
土
交

通
省
の
補
助
対
象
事
業
で
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
・
再
生
統
合
事
業
」
に
22

年
よ
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
の
協
議
会
を
２
月
頃
に
立
ち
上
げ

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

● 

キ
ー
プ
４
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
の
施
策
に
つ
い
て
数
値
目
標
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
で
は
成

果
の
評
価
が
難
し
く
、
お
ざ
な
り
な

仕
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

一 般 質 問




















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


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

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



交
通
弱
者
の「
生
活
交
通
」（
デ

マ
ン
ド
交
通
）に
つ
い
て
問
う
。

樋
口
町
長
＝
取
り
組
む
た
め
の

協
議
会
を
２
月
頃
立
ち
上
げ
る
。

神奈川県山北町で実施中のデマンド交通システム
21年３月　現地視察



（6）平成22年１月20日発行  広報かわもと №465

青
木
議
員

　

８
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
政

権
が
交
代
す
る
と
い
う
歴
史
的
選
挙
と

な
っ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
目
玉
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
何
点
か
の
政
策
が
要
因

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
公
共
事
業
の

大
幅
削
減
に
よ
り
農
道
整
備
事
業
の
廃

止
、
下
水
道
事
業
の「
地
方
移
管
」な
ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
て
い
る
川
本
町

に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
新

政
権
に
対
す
る
期
待
と
今
後
の
要
望
活

動
、
ま
た
、
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
問
う
。

樋
口
町
長

　

川
本
町
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て

い
る
。
要
望
等
は
し
っ
か
り
と
県
と
一

緒
に
な
っ
て
訴
え
る
。
そ
の
時
に
は
、

与
党
・
野
党
問
わ
ず
地
元
選
出
の
国
会

議
員
、
私
自
身
つ
な
が
り
の
あ
る
国
交

省
を
中
心
と
し
た
人
脈
を
通
じ
地
元
の

実
情
を
訴
え
て
い
く
。
ま
た
、
民
主
党

は
地
域
主
権
を
推
進
す
る
と
し
て
お

り
、
私
自
身
し
っ
か
り
と
地
域
の
実
情

を
訴
え
て
い
く
。

圓
山
議
員

　

川
本
町
が
中
国
地
方
の
自
治
体
と
し

て
は
初
の
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
条
例
を
策
定
し
た
。
そ
の
中
で
、
交

通
安
全
施
設
の
点
検
、
整
備
、
高
齢
者

に
や
さ
し
い
交
通
環
境
の
実
現
と
あ
る

が
具
体
的
な
安
全
施
設
、
点
検
整
備
を

訊
ね
る
。

松
井
総
務
課
長

　

10
月
１
日
に
条
例
施
行
式
を
行
い
、

地
域
安
全
推
進
協
議
会
の
活
動
の
一
環

と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
警
察
署

と
弓
市
地
区
を
歩
き
、
ひ
や
り
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
。
自
分
達
が
注
意
す
る
箇

所
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
安
全
施
設
の
欠

け
て
い
る
箇
所
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

修
繕
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
警
察

等
と
連
携
し
改
善
し
て
い
く
。
こ
う
し

た
ひ
や
り
マ
ッ
プ
は
、
弓
市
地
区
に
と

ど
ま
ら
ず
、
因
原
地
区
・
三
原
地
区
に

つ
い
て
も
作
成
し
て
い
く
。

小
宮
議
員

　

地
球
環
境
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る

中
、
現
在
の
江
の
川
は
非
常
に
汚
れ
て

い
る
。
こ
の
原
因
は
広
島
県
へ
の
分
水

と
老
朽
化
し
た
浜
原
ダ
ム
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
土
師
ダ
ム
・
灰
塚
ダ
ム
の
完

成
に
よ
り
治
水
整
備
が
進
み
、
発
電
用

の
浜
原
ダ
ム
（
現
在
休
止
中
）
は
存
在

感
が
な
い
様
に
思
う
。
ダ
ム
の
水
を
放

流
し
元
の
自
然
態
系
を
取
り
戻
す
運
動

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

江
の
川
文
化
圏
会
議
が
解
散
さ
れ
、

今
後
の
水
利
権
等
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
く
の
か
問
う
。

樋
口
町
長

　

県
並
び
に
下
流
域
市
町
村
と
連
絡
を

取
り
研
究
し
て
み
た
い
。

小
宮
議
員

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
整
備
（
９
億
２
千
800
万
円
）

に
つ
い
て
、
当
町
の
一
大
事
業
と
考
え

ら
れ
る
が
、
早
急
に
地
域
説
明
会
・
広

報
等
で
早
急
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

嶋
田
副
町
長

　

申
請
許
可
が
お
り
次
第
、
町
職
員
全

員
で
取
り
組
み
た
い
。

























































































































































新
政
権
に
対
し
て
の
期
待
と

ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
問
う
。

樋
口
町
長
＝
地
域
主
権
を
し
っ

か
り
訴
え
る
。

老朽化と堆積土が問題になっている浜原ダム
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高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
川
本
町
交
通
安
全
条
例
に

つ
い
て
問
う
。

松
井
総
務
課
長
＝
推
進
協
議
会

で
協
議
す
る
。
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




江
の
川
流
域
の
開
発
に
つ
い

て
問
う
。

樋
口
町
長
＝
県
並
び
に
下
流
域

市
町
村
と
連
絡
を
取
り
研
究
し

て
み
た
い
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
丑
か
ら
寅
へ
と
干
支
も
変
わ
り
ま

し
た
。
牛
歩
の
如
く
長
く
続
く
不
況
の

波
は
町
民
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
か
ら
就

職
を
目
指
す
学
生
諸
君
に
も
切
実
な
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

自
民
か
ら
民
主
へ
「
新
」
政
権
が
発

足
し
、
早
急
な
経
済
対
策
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
国
民
の
「
信
」
を
裏

切
ら
ず
、「
芯
」
の
ぶ
れ
な
い
「
心
」

の
通
っ
た
政
治
を
し
て
頂
き
た
い
も
の

で
す
。

　
「
新
」
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
拡
大

は
、
当
町
に
お
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

軽
微
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
役
場
、
病

院
、
学
校
な
ど
の
対
策
、
対
応
が
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
官
公
庁
の
出
先
機

関
の
減
少
で
昼
間
の
流
通
人
口
の
減
少

が
拡
大
被
害
を
免
れ
た
と
言
う
こ
と
も

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
ま
ま
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動

が
終
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
の
追
い
込
み
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
受
験
生
に
応
援
歌
を
送
り

ま
す
。

　

♪
負
け
な
い
こ
と　

投
げ
出
さ
な
い

こ
と　

逃
げ
出
さ
な
い
こ
と　

信
じ
抜

く
こ
と　

駄
目
に
な
り
そ
う
な
と
き　

そ
れ
が
一
番
大
事
！

　

皆
々
様
の
今
年
一
年
の
ご
健
闘
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

請 願 ・ 陳 情
受理番号・年月日 請 願 ・ 陳 情 の 要 旨 請願・陳情者の住所及び氏名 付託委員会 採択・継続

第 ７ 号
21. 11. 18

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見
書の提出を求める陳情。

松江市母衣町55-4
　島根県弁護士会
 会　長　　大　野　敏　之　

産建町民常任委員会 採　　択

第 ８ 号
21. 11. 20

後期高齢者医療制度を廃止し高齢者が安心で
きる医療制度創設の意見書採択を求める陳情。

松江市大正町442-6今岡ビル3F
　島根県社会保障推進協議会
 会　長　　池　淵　栄　助　

総務教民常任委員会 継　　続

第 ９ 号
21. 11. 20

県の福祉医療費助成制度の定率（応益）負担を
廃止・撤回し定額負担に戻すことを求める意
見書採択の陳情。

松江市大正町442-6今岡ビル3F
　島根県社会保障推進協議会
 会　長　　池　淵　栄　助　

総務教民常任委員会 継　　続

第 10 号
21. 11. 20

日米FTA交渉を行わないことを求める意見書
の提出を求める陳情。

邑智郡邑南町原村86
　農民運動全国連合会（農民連）邑南センター
 代　表　　石　橋　　　博　

産建町民常任委員会 継　　続

議

員

発

議

発
議
第
３
号

改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

こ
の
議
案
を
川
本
町
議
会
会
議
規
則
第
13

条
の
規
定
に
よ
り
提
出
致
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
12
月
16
日
提
出

提
出
者

 

川
本
町
議
会
議
員　

植　

田　

昌　

平

賛
成
者

 

川
本
町
議
会
議
員　

大　

畑　

茂　

久

 

川
本
町
議
会
議
員　

瀬　

尻　
　
　

亨

改
正
貸
金
業
法
の

　

早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
意
見
書

　

経
済
・
生
活
苦
で
の
自
殺
者
が
年
間

７
０
０
０
人
に
達
し
、
自
己
破
産
者
も
18
万
人

を
超
え
、
多
重
債
務
者
が
２
０
０
万
人
を
超
え

る
な
ど
の
深
刻
な
多
重
債
務
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
12
月
に
改
正

貸
金
業
法
が
成
立
し
、
出
資
法
の
上
限
金
利
の

引
下
げ
、
収
入
の
３
分
の
１
を
超
え
る
過
剰
貸

付
契
約
の
禁
止
（
総
量
規
制
）
な
ど
を
含
む
同

法
が
完
全
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。（
中
略
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
９
９
０
年
代
に
お
け
る

山
一
証
券
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破
綻
な
ど
に

象
徴
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経
済

危
機
の
際
は
、
貸
金
業
者
に
対
す
る
不
十
分
な

規
制
の
下
に
商
工
ロ
ー
ン
や
消
費
者
金
融
が
大

幅
に
貸
付
を
伸
ば
し
、そ
の
結
果
、１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
に
は
自
殺
者
が
３
万
人
を
超
え
、
自

己
破
産
者
も
10
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
多
重
債

務
問
題
が
深
刻
化
し
た
。

　

改
正
貸
金
業
法
の
完
全
施
行
の
先
延
ば
し
、

金
利
規
制
な
ど
の
貸
金
業
者
に
対
す
る
規
制
の

緩
和
は
、
再
び
自
殺
者
や
自
己
破
産
者
、
多
重

債
務
者
の
急
増
を
招
き
か
ね
ず
許
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
今
、
多
重
債
務
者
の
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
施
策
は
、
相
談
体
制
の
拡
充
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
充
実
及
び
ヤ
ミ
金
融
の

撲
滅
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
般
設
置
さ
れ
た
消
費
者
庁
の
所し

ょ

管か
ん

乃な
い

至し

共き
ょ
う

管か
ん

と
な
る
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実

及
び
多
重
債
務
問
題
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
国
に
対
し
、
以
下
の
施
策
を
求

め
る
。

　

１
． 

改
正
貸
金
業
法
を
早
期
に
完
全
施
行
す

る
こ
と
。

　

２
． 

自
治
体
で
の
多
重
債
務
相
談
体
制
の
整

備
の
た
め
相
談
員
の
人
件
費
を
含
む
予

算
を
十
分
確
保
す
る
な
ど
相
談
窓
口
の

充
実
を
支
援
す
る
こ
と
。

　

３
． 

個
人
及
び
中
小
事
業
者
向
け
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
。

　

４
．
ヤ
ミ
金
融
を
徹
底
的
に
摘
発
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
21
年
12
月
16
日

 
島
根
県
邑
智
郡
川
本
町
議
会
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月　　日 時　　間 場　　所 対　象　地　区
2月16日 ㈫

2月17日 ㈬

2月18日 ㈭

2月19日 ㈮

2月22日 ㈪
2月23日 ㈫

2月24日 ㈬

2月25日 ㈭
2月26日 ㈮
3月 1日 ㈪

3月 2日 ㈫

3月 3日 ㈬
3月 4日 ㈭
3月 5日 ㈮
3月 7日 ㈰
3月 8日 ㈪
3月 9日 ㈫
3月10日 ㈬
3月11日 ㈭
3月12日 ㈮

e-Tax（国税電子申告・納税システム）について

 　　　　　　　　　平成22年１月１日現在、川本町にお住まいの方は原則、申告が必要です。　

●事業、農業を営んでいる方。
●譲渡、不動産、配当、雑収入等の所得のあった方。
● 収入がなくても、国民健康保険・後期高齢者医療保険料に加入されている方、介護保険の被保険者証の
交付を受けている方は、必ず申告をしてください。

●次の方は、申告の必要がありません。

 

●３月５日（金）までは各地区に出向いており、役場での申告受付はできませんのでご了承ください。  
● 「対象地区」以外の会場で申告相談を受けたい方は、必ず事前に役場住民課までご連絡いただきますよう
お願いします。

川本町役場 住民課 税務係　 電話 0855－72－0632（直通）

申告が必要な方

 お　 願　 い

お問い合わせ

申　告　相　談　日　程　表
町県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料



役場からのお知らせ

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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国民健康保険税の減免
　平成22年度から下記に該当される方は国民健康保険税の減免措置が適用されます。
⑴ 災害により次の事由に該当するとき
　・死亡した場合　　・生活が著しく困難になった場合
　・地方税法に規定する障害者となった場合
⑵ 住宅又は家財に災害を受けた損害金額が住宅又は家財の価格の10分の3以上のとき
⑶ 災害により農作物の損失額の合計が平年における10分の3以上のとき
⑷ 失業（自己都合及び定年退職を除く）等、所得減少率が10分の3以上と見込まれるとき
以上に該当するときは、一定の割合に応じて減免されます。
　詳しくは配布文書にてお知らせいたします。 住民課税務係　72－0632

松江地方法務局川本支局が統合（廃止）されます
　松江地方法務局川本支局は、平成22年３月19日（金）をもって業務を終了し、同支局が取り扱っ
ていた川本町、美郷町、邑南町の不動産登記（土地、建物）及び商業・法人登記の登記事務は、３
月23日（火）から、不動産登記事務関係は松江地方法務局浜田支局（浜田市田町116-1　浜田法務
合同庁舎、電話0855-22-0959）へ、商業・法人登記関係は松江地方法務局登記部門（松江市母衣
町50番地　松江法務合同庁舎、電話0852-32-4200）で取り扱うことになります。
　新たに業務を取り扱うこととなる松江地方法務局浜田支局及び松江地方法務局登記部門では、イ
ンターネットを利用したオンライン登記申請や郵送による申請ができますので、ご利用ください。
 お問い合わせ　松江地方法務局　総務課電話　0852－32－4200

「日
にっぽん

本年金機構」が１月１日からスタート！
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートしました～

　国民の皆さまの信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織を一新
し、「日本年金機構」として生まれ変わりました。

　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年
金相談などの窓口として引き続きご利用いただけます。また、「年金事務所」は、現在ある
社会保険事務所の建物をそのまま使用しますので、所在地に変更はありません。

　日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義でご案内して
いた各種の関係書類は、今後は内容により、厚生労働省または日本年金機構の名義でご案
内させていただくことになりますが、国民の皆さまに何らかの手続きをしていただくこと
は一切ございませんので、ご安心ください。

　日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いで行うこととなります
が、公的年金制度は、国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つことに
ついては、これまでと変わりません。

社会保険庁 廃止

日本年金機構

厚生労働省

公的年金の運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任



かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-l ibrary@kawamoto-town.jp
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ひだまりサロンひだまりサロン
移動図書館  開催日移動図書館  開催日
　絵本や大人用の本など、様々な分野の本を用
意します。サロンをご利用の方なら、どなたで
も自由に好きな本を選んで借りていただくこと
ができるミニ図書館です。

今後の予定： ２月28日（日）、３月28日（日）
10：15～ 11：00

場　　　所：すこやかセンター

第11回
図書館の本をつかった作品展
第11回
図書館の本をつかった作品展
　この作品展は、本を参考に物作
りをする楽しさを伝えるために毎
年開催しています。
　図書館利用者の方々が作られ
た、素敵な作品をご鑑賞ください。

展示期間： 平成22年１月18日（月）～２月５日（金）

 ＤＶＤをご利用ください！

　今年度入ったDVDのタイトルを紹介します。
ぜひご利用ください。
　※DVDの貸出期間は、１週間です。
　※（　）…出演

《アニメ》
崖の上のポニョ
火垂るの墓
《日本映画》
父と暮らせば（宮沢りえ、原田芳雄ほか）
紙屋悦子の青春（原田知世、永瀬正敏ほか）
楢山節考（緒形拳、坂本スミ子ほか）
必殺！（藤田まこと、三田村邦彦ほか）

《外国映画》
レッドクリフ　Part1　Part2
 （トニー・レオン、金城武ほか）
硫黄島からの手紙（渡辺謙、二宮和也ほか）
ベンジャミン・バトン－数奇な人生－
（ブラッド・ピット、ケイト・ブランシェットほか）

《日本ドラマ》
ディロン－運命の犬－（樋口可南子、大杉漣ほか）

《スポーツ》
増田明美のウォーキング＆ジョギング入門
ウォーキング編

いいお顔のひろば～ミニ読書会～
　絵本からうまれたおいしいクッキング

　料理が登場する絵本の読み聞か
せを行った後、絵本に出てくる料
理づくりにチャレンジします。

日　時：２月４日（木）９：30～ 11：30
場　所：すこやかセンター
内　容： 絵本の読み聞かせ、親子クッキング、

本の貸出
持参品： エプロン、三角布、貸出カード、お茶、

お箸、おんぶひも等
参加費：１人150円
対　象：在宅保育の親子
要申込：１月29日（金）締切
問合せ： 子育て支援センター　☎72－0170
　　　　かわもと図書館　　　☎72－0025

《児童向き》
知識が増える辞書引き術（学び力アップ道場１）
 深谷圭助監修
　たくさんのふせんが貼られた国語辞典、漢字辞典
などを持っている小学生をテレビなどで見られたこ
とがあるのでは。辞書引き術を使って、学び力を育
ててみませんか。 （フレーベル館）

《一般向き》
図解次世代農業ビジネス　井熊均　三輪泰史編著
　逆境をチャンスに変える新たな農業モデル。農業
に関心のある人に役立つ本です。 （日刊工業新聞社）

 その他、たくさん入りました



お問い合わせ：Tel.0855-72-0001

主催：悠邑GENKIおこしの会　協賛：川本町教育委員会　
後援： 江津地区電信電話ユーザー協会・浜田法人会邑智支部・川本町商工会・吾郷青吾会・星が丘一座・

はすみおとめ座・日貫劇団・山ゆりの会
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悠邑ふるさと会館

アンデルセンと、寺山修司と、劇団四季のミュージカル！

www.shiki.gr.jp

原作=アンデルセン  台本=寺山修司  作曲 =三木たかし／いずみたく／宮川彬良  振付 =謝 珠栄／篠井世津子  

構成・演出=浅利慶太

見
え
な
い
服
が
、

 

あ
な
た
の
心
を

  

見
せ
て
く
れ
る
。

2010年２月26日（金）
開場18：00～ 開演18：30～

大ホール　全席指定
Ｓ席 3,500円　Ａ席 3,000円

劇団四季のミュージカル劇団四季のミュージカル

チケット発売中！

お問い合せ　悠邑ふるさと会館　☎72-0001

と　き／平成22年２月21日㈰
　　　  ●開演10時　●開場９時
ところ／悠邑ふるさと会館大ホール
料　金／1,000円 当日500円増し（全席自由）
お問い合せ／悠邑ふるさと会館　☎（0855）72-0001



kawamoto information

情報じょうほう交差点こうさてん

▽
日　

時　

平
成
22
年
１
月
30
日
（
土
）

　

 　

作
品
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
・
喫
茶
等
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
頂
き
学
園
の
雰

囲
気
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　

く
に
び
き
学
園
西
部
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市
野
原
町
１
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－

１

 

☎
0
8
5
5

－

24

－

9
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デ
イ
ジ
ー
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
習
会
受
講
生
募
集

▽
内　

容

　

 　

視
聴
覚
障
が
い
者
の
方
が
利
用
す
る
録

音
図
書
音
声
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集

し
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
作
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　

 　

視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
意
欲
が
あ
る

65
歳
未
満
の
現
在
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て

い
る
方
。
ま
た
、
講
習
会
終
了
後
に
継
続

し
て
活
動
が
続
け
ら
れ
る
方
。

▽
日　

時
（
全
３
回
）

　

２
月
10
日
（
水
）

　

 　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

２
月
12
日
（
金
）・
13
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
会　

場

　

 　

い
わ
み
ー
る
（
島
根
県
西
部
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
パ
ソ
コ
ン
研
修
室
4
F

　

 

（
浜
田
市
野
原
町
1
8
2
6

－

１
）

▽
講　

師　

 

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー　

職
員

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
締
切　

平
成
22
年
２
月
９
日
（
火
）

　
　

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
】（
い
わ
み
ー
る
内
）

　

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

☎
0
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広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

４
月
入
校
生
募
集

▽
募
集
訓
練
科
等

・ 

自
動
車
整
備
科
（
期
間
２
年
・
18
歳
以
上

30
歳
以
下
）

・
溶
接
加
工
科
・
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
科

 　
（
期
間
１
年
・
45
歳
未
満
）

・ 

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
期
間
６
ヶ
月
・
年
齢

制
限
無
し
）

▽
受
付
期
間　

平
成
22
年
２
月
23
日
（
火
）

▽
選
考
日
等

　

 　

選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等

に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
特　

典

　

 　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
の
支
持
に
よ
り
入
校
し
た
人
は
、
訓
練

修
了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る

他
、
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

 

☎
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2
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－
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w
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3.ocn.ne.jp/̂m

yskun34/

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
春
期
）

開
催
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
・
場
所

 【
松
江
会
場
】
平
成
22
年
２
月
27
日
（
土
）

　

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

11
〜
12
時

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

13
〜
13
時
50
分

　

個
別
企
業
説
明 

14
〜
17
時

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
に
て

　
　
（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
２

－

１
）

【
浜
田
会
場
】
平
成
22
年
３
月
６
日
（
土
）

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

13
〜
13
時
50
分

　

個
別
企
業
説
明 

14
〜
16
時

　

い
わ
み
ー
る
に
て

　
　
（
浜
田
市
野
原
町
1
8
2
6

－

１
）

▽
対
象
者

　

 　

2
0
1
1
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・

短
大
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
の
学

生
及
び
そ
の
保
護
者
の
方

▽
参
加
企
業

　

 　

１
月
下
旬
頃
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

 

☎
0
8
5
2

－
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－

0
6
9
1
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w
w
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
・

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
等
の
融
資
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

●
経
営
環
境
変
化
資
金
●

▽
融
資
対
象
者

　
 　

社
会
的
・
経
済
的
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

売
上
や
利
益
が
減
少
す
る
等
業
況
が
悪
化

し
て
い
る
方

▽
融
資
額　

4
8
0
0
万
円
以
内

●
金
融
環
境
変
化
資
金
●

▽
融
資
対
象
者

　

 　

金
融
機
関
と
の
取
引
状
況
の
変
化
等
に

よ
り
、
資
金
繰
り
に
困
難
を
き
た
し
て
い

る
方

▽
融
資
額　

4
0
0
0
万
円
以
内

▽
返
済
期
間

　

運
転
資
金　

８
年
以
内
（
据
置
３
年
以
内
）

　

設
備
資
金　

15
年
以
内
（
据
置
３
年
以
内
）

▽
利　

率　

年
2
・
3
％
〜

　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
６
月
10
日
現
在
）

※ 

た
だ
し
、
最
近
の
売
上
、
利
益
等
が
減
少

す
る
等
業
績
が
特
に
悪
化
し
て
い
る
方
へ

の
運
転
資
金
は
0
・
3
％
引
き
下
げ

※ 

当
公
庫
の
お
借
入
金
の
お
ま
と
め
融
資
も

相
談
で
き
ま
す
。

※ 

第
３
者
保
証
人
等
を
不
要
と
す
る
融
資
で

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
を
適
用
す
る
場
合

の
上
乗
せ
利
率
を
0
・
65
％
↓
0
・
35
％

引
き
下
げ

※ 

雇
用
維
持
・
拡
大
用
件
を
満
た
す
場
合
、

運
転
資
金
の
貸
付
利
率
は
0
・
1
％
引
き

下
げ

※ 

な
お
、
中
小
企
業
事
業
で
も
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
を
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま

す
。

●
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
拡
充
●

　

 　

平
成
21
年
８
月
３
日
か
ら
以
下
の
通

り
、
貸
付
制
度
か
ら
拡
充
さ
れ
ご
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

▽
融
資
額

　

 

学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
2
0
0
万
円

以
内
↓
3
0
0
万
円
以
内
に
引
上
げ

▽
返
済
期
間　

10
年
以
内
↓
15
年
以
内

　

 （
交
通
遺
児
家
庭
又
は
母
子
家
庭
の
場
合

は
、
11
年
↓
18
年
以
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
浜
田
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
生
活
事
業
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く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
（
社
協
）

■
ひ
だ
ま
り
移
動
図
書

　
10:15

～
11:00

●
西
小
学
校
一
日
入
学

　
14:00

～
16:00

●
因
原
保
育
所
移
動
図
書
館

●
三
原
小
ス
キ
ー
教
室

■
ミ
ニ
読
書
会

　
9：
30
～
11：
30

■
あ
い
さ
つ
の
日

■
乳
幼
児
健
診

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

●
川
本
北
保
育
所
移
動
図
書

三
上
医
院
・
波
多
野
診
療
所

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

●
三
原
小
学
校
：
人
権
参
観
日

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　
 （ 因
原
・
三
大
字
・
多
田
・
久
座
仁・

谷
戸
・
三
島
・
笹
畑
）

●
 在
宅
児
：
因
原
保
育
所
お
で
か
け

保
育

■
 健
康
相
談（
北
公
民
館
・
親
和
集

会
所
・
西
公
民
館
・
川
本
町
役
場
）

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　（
因
原
を
除
く
川
本
南
）

●
小
・
中
学
校
：（
～
16日

）
   ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
運
動
期
間

■
 在
宅
児
：
子
育
て
の
つ
ど
い（
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）
10：
00
～
13：
00

■
川
本
西
小
移
動
図
書

Ⓖ
 資
源
物・不

燃
物
収
集（
西・八

幡・三
原・

田
窪
・
南
佐
木
・
親
和
・
湯
谷
・
三
俣
）

■
建
国
記
念
日

　
　

■
三
原
小
移
動
図
書

前
眼
科
医
院
・
加
藤
病
院

三
上
医
院
・
秦
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
萬
菜
市

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
南
）
●
 在
宅
児
：
川
本
北
保
育
所
お

で
か
け
保
育

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
南
）

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
北
）
■
悠
々
大
学
（
閉
校
式
）

■
食
育
の
日

●
川
本
小
学
校
一
日
入
学

■
乳
幼
児
相
談

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

邑
智
病
院
・
大
和
診
療
所

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

●
川
本
西
小
学
校
参
観
日

♪
地
芝
居
公
演

　
開
場
9：
00 開

演
10：

00

■
 在
宅
児
：
子
育
て
の
つ
ど
い

　（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　
10：

00
～
13：

00
Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
北
）

■
川
本
西
小
移
動
図
書

♪
劇
団
四
季
「
は
だ
か
の
王
様
」

　（
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル
）

■
サ
ポ
セ
ン
相
談
会

●
地
域
子
ど
も
教
室
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
　

　
16:0

0
～

■
三
原
小
移
動
図
書

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
（
長
江
寺
）

上
田
医
院
・
加
藤
病
院

■
 ひ
だ
まり
サ
ロ
ン
 10:00

～
12:00

■
 ひ
だ
ま
り
移
動
図
書
館

　
10:15

～
11:00

■
 邑
智
郡
の
地
域
医
療
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

河
野
医
院
・
大
隅
医
院

■
：
一
般
行
事
　

●
：
学
校
行
事
関
係
　

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事
　

：
休
日
診
療
情
報
（
10:00

～
16:00）　

Ⓖ
：
 ゴ
ミ
収
集
（
川
本
北
：
久
座
仁
・
多
田
・
三
島
・
西
・
谷
戸
・
三
俣
・
湯

谷
・
笹
畑
・
親
和
・
南
佐
木
・
田
窪
・
三
原
・
八
幡
・
三
大
字
）（
川
本
南
：

上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
・
元
町
・
本
町
・
日
の
出
・
天
神
町
・
中
倉
・

谷
・
市
井
原
・
長
原
・
矢
谷
・
木
路
原
・
日
向
・
因
原
・
芋
畑
・
双
葉
）  

《
２
月
の
納
税
》

◆
固
定
資
産
税
 　
◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

《
１
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税
 　
　
◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
が
ま
だ
の
方
は
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
★
小
６

　
　
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

　
★
中
１
・
高
３

　
　
麻
疹
、
風
疹
混
合
予
防
接
種

邑
智
郡
の
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
日
　
時
　
平
成
22年

2月
28日

㈰
（
受
付
13:00

～
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
13:30

～
16:00）

●
会
　
場
　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
基
調
公
演
　「
地
域
医
療
の
現
状
（
仮
題
）」
約
40分

　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
邑
智
郡
の
地
域
医
療
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
約
1時
間
30分
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／
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発
行

　12月13日、第18回浜田－益田間駅伝競走大会が開催され、本町からも16名の選手団が参加しました。40　12月13日、第18回浜田－益田間駅伝競走大会が開催され、本町からも16名の選手団が参加しました。40
チーム中36位という成績でしたが、中学生３区間・高校生２区間・一般４区間の全９区間を懸命に走り抜けチーム中36位という成績でしたが、中学生３区間・高校生２区間・一般４区間の全９区間を懸命に走り抜け
ました。お疲れ様でした。 ました。お疲れ様でした。 

　

こ
ん
に
ち
は
、
12
月
よ
り
東
京
か
ら

川
本
町
田
窪
に
引
越
し
て
参
り
ま
し
た

定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
東
海
林 

誠
（
33
歳
・
独
身
）
で
す
。

　

川
本
に
定
住
し
て
１
ヵ
月
に
な
り
ま

す
が
、
一
日
一
日
周
り
の
皆
さ
ん
や
川

本
の
自
然
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
忙
し

く
楽
し
い
濃
厚
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
自
分
の
一
生
涯
の
定
住
先
を

決
め
る
た
め
に
全
国
（
東
京
↓
岐
阜
↓

香
川
↓
島
根
↓
北
海
道
↓
岩
手
↓
群
馬

↓
東
京
）
を
3
週
間
使
っ
て
じ
っ
く
り

と
探
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
川
本
に
定
住
を
決
め
た
理
由

は
、
町
が
小
さ
く
湿
気
が
多
く
冬
は
雪

が
積
も
る
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
、
考

え
、
知
恵
を
出
し
、
常
に
心
か
ら
笑
い

な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
こ
の
町
の
皆

様
に
憧
れ
た
こ
と
で
す
。

　

都
会
に
は
私
の
よ
う
に
星
が
見
え
、

綺
麗
な
水
の
川
が
流
れ
て
い
る
自
然
を

求
め
、
便
利
さ
よ
り
不
便
さ
を
求
め
て

い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
こ
の

町
に
は
ま
だ
受
け
皿
（
住
居
・
職
）
が

足
り
な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
だ
、
町
の
地
形
も
覚
え
切
れ
て
い

な
い
私
で
す
が
、「
お
知
り
合
い
等
で

川
本
町
へ
の
定
住
相
談
」「
空
き
家
に

対
す
る
ご
相
談
」、
短
期
間
で
も
構
い

川本町の人口 平成２２年１月１日現在
※（　）は前月との増減

3,962 人合 

計

男 1,861人（+ 2人）
女 2,101人（－ 2人）

転　入　 ６人 出　生　 １人 その他　 ２人
転　出　 ７人 死　亡　 ２人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,60６人
うち15歳未満  398人
世帯数 1,825戸

ま
せ
ん
の
で
「
ア
ル
バ
イ
ト
・
雇
用
募
集
の

ご
相
談
」、
私
に
対
す
る
「
ご
提
案
」「
ご
質

問
」「
ご
指
導
」
と
気
軽
に
お
声
掛
け
頂
け

れ
ば
有
難
く
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

皆
様
の
力
で
受
け
皿
が
整
え
な
が
ら
私
も

各
地
域
に
合
っ
た
人
を
全
国
か
ら
捜
し
て
参

り
ま
す
。

　

ど
う
か
楽
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
皆
様

か
ら
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

川
本
町
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

東
海
林　

誠

定
住
ブ
ロ
グ
：

http://m
akotoiturn.

blog13.fc2.com
/?no=

3

東
海
林 

誠

　

   

ご
挨
拶


